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セーフィー、リアルタイムに不審・異常行動を検知する AI サービスの提供を開始 

商業施設や建設現場など、あらゆる現場での事故やトラブルを未然に防ぐ 

 

 クラウド録画サービスシェア No.1（※1）のセーフィー株式会社（東京都品川区、代表取締役

社長 CEO：佐渡島 隆平、以下「セーフィー」）は、クラウド上の AIが防犯カメラ映像の異常

を自動検知する「行動検知 AI（SF）」サービスの提供を開始したことをお知らせいたします。 

 尚、本サービスはセーフィーが提供する既存のクラウドカメラにオプション追加で利用が可

能です。 

 
■「行動検知 AI（SF）」提供の背景 

 これまで防犯カメラは、事故やトラブルが起こった際の振り返りや、何も起こらないように

抑止することを目的とし設置されることが多くありました。しかし、昨今の社会課題である人

手不足や、店舗の無人化・省力化の増加、施設利用者の高齢化により、事故やトラブルをリア

ルタイムに検知し、未然に防止することへのカメラ活用ニーズが高まってきました。 

 

 セーフィーはこれまで様々な現場に 35万台以上のカメラを設置し、現場 DXを推進してきま

した。中でも多くの人が利用する施設では、防犯や利用者のトラブル、事件・事故などのリス

クが常に存在します。そのようなリスクを未然に防ぎ、また何か起こった時にリアルタイムに

把握ができる安心安全な施設環境づくりに映像データを活用できないかというお声を多くいた

だいてきました。 

 

 そこでこの度、施設や現場におけるリスクや課題の解決策として、NTT東日本株式会社（以

下「NTT東日本」）提供の AI機能「MIMAMORI AI」を採用し、セーフィーのお客様向けに提

供を開始いたしました。 



 

■ サービス概要 

 従来のクラウド録画などの標準機能に加え、人の姿勢や動きを分析できる骨格推定方式（※2）

の映像解析を用いてリアルタイムに不審・異常行動を検知・通知することができるサービスで

す。転倒・暴力・喧嘩・ふらつきなどの異常を検知でき、ポップアップ・音・メールなどで通

知を受けることができます。また、検知種別ごとに遡って確認ができるため、何か起こった際

に効率よく振り返りの確認ができます。 

 

 現地にセーフィーのカメラを設置するだけで本サービスを利用することができるので、小規

模・低コストで運用開始できます。検知データはクラウドで管理されるため、遠隔から現場の

状況確認や複数拠点の一元管理が可能となります。 

 

⚫ イメージ動画：https://www.youtube.com/watch?v=Jqa5yBvZqDA 

 

■ 想定利用シーン 

利用シーン 利用詳細 

商業施設・無人店舗 「滞留検知」「喧嘩・暴力検知」による迷惑行為の防止 

工場・建設現場 危険区域への「侵入検知」や作業員の「転倒検知」による労働

災害時の即時対応や防止 

オフィスビル・マンション 不審者の「侵入検知」やゴミ不法投棄エリアの「滞留検知」に

よるセキュリティ強化 

ホテル・サービス施設 共用部での「転倒検知」や、「白杖・車椅子検知」によるホス

ピタリティの向上 

 

■今後の展開 

 本サービスの提供により、警備巡回コストの削減や重大インシデントの早期発見を実現し、

あらゆる施設や現場に安心安全と生産性向上を届けてまいります。今後は、アクセスコントロ

ールや警備システムとのシームレスな連携など、「映像データ×AI」で AIが自律的に状況を判

断・最適化し現場の安全管理をサポートするなど「現場 AX（AI Transformation）」の推進を

加速します。 

 

 また、NTT東日本との共創を通じて、警備・施設 DXの加速と地域のお客さまへ安心安全を

届け、治安の改善にとどまらず快適に過ごせる空間の創出に貢献します。 

 映像データと AIの融合により、人々がより快適かつ安全に過ごせる持続可能な社会づくりに

寄与してまいります。 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=Jqa5yBvZqDA


■NTT 東日本株式会社 執行役員 CTO ビジネス開発本部長 山口肇征 様のコメント 

 NTT東日本とセーフィー社は、2018年の業務提携以降、現場の可視化を通じた付加価値の

提供に取り組んでまいりました。この度、当社の「MIMAMORI AI」を、セーフィー社の「行動

検知 AI（SF）」として提供開始できることを大変喜ばしく思います。 

 少子高齢化や労働力不足といった社会課題が深刻化する中、映像プラットフォームは防犯ツ

ールのみならず、安心安全に暮らせる環境を支える重要な「社会インフラ」へと進化している

と考えます。 

 AIが異常を検知・通知し現場のサポートをする仕組みを社会へ実装することで、警備や施設

管理のあり方を変革し、お客様へさらなる価値を届けることができると確信しています。 

 今後もセーフィー社との積極的な連携を通じて、映像データと AIの力を最大限に活用し、

人々がより快適に、笑顔で過ごせる社会の実現に向けて共に歩んでまいります。 

 

■セーフィー株式会社 代表取締役社長 CEO 佐渡島隆平のコメント 

 NTT東日本様とは、2018年の業務提携以来、映像を活用したソリューションの共創を通じ

て、現場の課題解決に共に取り組んでまいりました。同社が展開する「MIMAMORI AI」におい

て、セーフィーのライブ映像を活用いただき、多くのお客様へ安心安全を届けてこれたことを

大変嬉しく感じております。 

 この度、セーフィーブランドとして「行動検知 AI（SF）」をラインナップに加え、自社のお

客様へ直接ご提供できるようになったことは、当社において重要な一歩です。これにより、映

像を「振り返る」だけでなく、AIがリアルタイムに「判断・通知」し、現場をサポートするソ

リューションの提供が可能となります。 

 今後は店舗や建設現場をはじめ、不動産、オフィス、物流、製造といったエンタープライズ

領域のあらゆる現場に AIをインストールし、現場の業務効率化を実現する「現場 AX（AI 

Transformation）」を力強く推進してまいります。NTT東日本様とのパートナーシップをさら

に深め、映像データの可能性を拡張し続けることで、誰もが安心・安全に暮らせる社会インフ

ラの構築に貢献してまいります。 

 

（※1）テクノ・システム・リサーチ社調べ「ネットワークカメラのクラウド録画サービス市場調査（2024）」より、

エンジン別カメラ登録台数ベースのシェア（55.3％） 

（※2）骨格推定技術は、特定の個人を識別するものではなく、動作のみを解析するものである 

＊ セーフィーは「セーフィー データ憲章」に基づき、設置事業者への運用整備を逐次行っております。 

＊ 取得する情報はデータ取得者のみで閲覧し、法令に基づく場合を除き、個人データの第三者提供はいたしません。 

 

 本件が 2026年 12月期通期業績に与える影響は軽微であります。今後、公表すべき事項が生

じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

【本件に関するお問合せ先】 

セーフィー株式会社 IR担当 Email:ir@safie.jp 


